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今
ま
さ
に
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
か
ら
の
離

脱
で
大
揺
れ
の
英
国
が
、
Ｅ
Ｕ
の
前
身
で

あ
る
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
）
に
デ
ン
マ
ー
ク
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
と
も
に
加
盟
し
た
の
は

一
九
七
三
年
の
こ
と
。
コ
ア
・
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
六
か
国
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
）
が

五
八
年
に
Ｅ
Ｃ
を
設
立
し
て
か
ら
一
五
年
後

の
こ
と
だ
っ
た
。

英
国
内
で
は
Ｅ
Ｃ
の
発
足
当
初
か
ら
、
統

合
を
企
図
す
る
欧
州
大
陸
各
国
の
動
き
に
懐

疑
的
な
風
潮
が
あ
り
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
隔

て
て
、
あ
た
か
も
“
つ
か
ず
離
れ
ず
”
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

そ
れ
が
同
国
の
現
在
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
向
け
た

動
き
の
伏
線
に
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。

１　

通
貨
統
合
か
ら
の
離
脱

そ
の
後
Ｅ
Ｃ
各
国
は
、
経
済
面
で
の
統
合

の
大
き
な
柱
と
し
て
、
通
貨
統
合
、
す
な

わ
ち
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
導
入
に
取
り
組
ん

だ
。
一
九
七
九
年
に
は
そ
の
準
備
段
階
と
し

て
欧
州
通
貨
制
度
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
が
創
設
さ
れ
、

ま
ず
、
各
国
通
貨
の
為
替
変
動
幅
を
中
心

レ
ー
ト
の
上
下
各
二
・
二
五
％
（
ト
ー
タ
ル
の

幅
は
四
・
五
％
）
の
バ
ン
ド
内
に
収
れ
ん
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
為
替
レ
ー
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
が
設
け
ら
れ
た
。
各
国
に
は
こ
の

為
替
レ
ー
ト
を
維
持
す
べ
く
、
万
一
バ
ン
ド

を
外
れ
そ
う
に
な
っ
た
局
面
で
は
自
国
通
貨

買
い
な
い
し
は
売
り
と
い
っ
た
外
国
為
替
市

場
介
入
を
実
施
す
る
な
ど
の
厳
し
い
義
務
が

課
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
各
国
間
の
介
入
資
金

の
相
互
供
与
シ
ス
テ
ム
も
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｃ
自
体
に
も
遅
れ
て

加
盟
し
た
英
国
が
、
こ
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
お
よ
び
Ｅ

Ｒ
Ｍ
に
よ
う
や
く
加
盟
し
た
の
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
創

設
か
ら
一
一
年
後
の
九
〇
年
で
あ
っ
た
。
単

一
通
貨
導
入
に
参
加
す
る
と
な
れ
ば
、
一
国

の
主
権
の
経
済
的
な
根
幹
と
も
い
え
る
通
貨

主
権
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
こ
と
に
同
国
が
い
か

に
逡

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
巡
し
た
か
が
窺う
か
がわ
れ
る
。

九
〇
年
代
の
初
め
の
当
時
、
欧
州
に
お
い

て
経
済
・
通
貨
統
合
を
め
ぐ
る
議
論
が
進
展

し
、
そ
の
具
体
的
な
道
筋
を
定
め
た
マ
ー
ス

ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
ま
と
め
ら
れ
、
各
国
の
批

准
手
続
き
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
九
二
年
六
月
の
デ
ン
マ
ー
ク

の
国
民
投
票
で
、
同
条
約
の
批
准
が
否
決

（
反
対
五
〇
・
七
％
）
さ
れ
た
ほ
か
、
同
年

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

い
ち
か
ら
わ
か
る
中
央
銀
行
と
金
融
政
策
◯

河
村
小
百
合

12

い
ち
か
ら
わ
か
る
中
央
銀
行
と
金
融
政
策
◯

河
村
小
百
合

12

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
の
金
融
政
策
①

政
府
か
ら
の
独
立
性
獲
得
の
経
緯
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九
月
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
で
は
賛
成

五
一
・
〇
五
％
と
、
文
字
ど
お
り
「
薄
氷
を

踏
む
」
形
で
の
可
決
と
い
う
展
開
に
至
り
、

同
条
約
が
描
い
た
道
筋
が
、
各
国
の
経
済

や
国
民
の
世
論
の
実
態
に
即
し
た
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑

念
が
広
が
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド

な
ど
の
投
機
筋
が
、
経
済
・
通
貨
統
合
の
最

終
段
階
へ
の
参
加
が
危
う
い
と
目
さ
れ
る
通

貨
を
標
的
に
し
て
、
外
国
為
替
市
場
で
各
国

通
貨
当
局
を
相
手
に
、
大
規
模
な
売
り
を
仕

掛
け
た
。
そ
の
対
象
は
、
独
マ
ル
ク
と
蘭
ギ

ル
ダ
ー
以
外
の
他
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
加
盟
国

の
通
貨
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
英
ポ
ン
ド
も
Ｅ

Ｍ
Ｓ
加
盟
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
の
九
二
年
に

は
、
市
場
か
ら
の
攻
撃
の
最
大
の
標
的
と
さ

れ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
ら
に
よ
る
大
規
模
な
ポ

ン
ド
の
売
り
仕
掛
け
に
対
し
て
、
中
央
銀
行

で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
に

よ
る
金
利
引
き
上（

注
）げや
国
の
外
貨
準
備
高
を

一
日
で
使
い
果
た
す
ほ
ど
の
大
規
模
な
外
貨

売
り
・
英
ポ
ン
ド
買
い
の
外
国
為
替
市
場
介

入
に
よ
っ
て
対
抗
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

結
果
的
に
は
為
替
の
下
落
を
二
・
二
五
％
以

内
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
敗
れ
、
同

年
九
月
に
は
英
ポ
ン
ド
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱

し
、
英
国
は
単
一
通
貨
導
入
に
は
加
わ
ら
な

い
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

当
時
、
市
場
の
投
機
筋
か
ら
大
規
模
な
売

り
を
浴
び
せ
ら
れ
た
の
は
、
英
ポ
ン
ド
に
と

ど
ま
ら
ず
伊
リ
ラ
や
仏
フ
ラ
ン
に
も
及
び
、

欧
州
各
国
は
九
三
年
八
月
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け

る
各
国
通
貨
の
許
容
変
動
幅
を
従
前
の
上
下

二
・
二
五
％
か
ら
上
下
一
五
％
へ
と
大
幅
に

拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
一
連
の
事
態
は
「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

（
注
）
国
際
金
融
市
場
で
は
、
資
金
は
金
利
の
低

い
国
か
ら
高
い
国
へ
と
流
れ
る
た
め
、
一
国

の
通
貨
が
減
価
す
れ
ば
、
当
該
国
の
中
央
銀

行
は
ま
ず
、
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
そ
れ
に
対
抗
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

２　

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ

　
　
　

テ
ィ
ン
グ
へ

一
国
の
中
央
銀
行
が
何
を
目
標
に
金
融
政

策
運
営
を
行
う
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ

か
の
考
え
方
が
あ
る
。
英
国
の
場
合
、
九
〇

年
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
か
ら
九
二
年
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危

機
ま
で
は
、
英
ポ
ン
ド
の
為
替
レ
ー
ト
を
狭

い
バ
ン
ド
内
に
収
め
る
こ
と
を
金
融
政
策
運

営
上
の
目
標
と
す
る
「
為
替
レ
ー
ト
・
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
そ
れ
は
貫
徹
し
得
な
い
結
果
と
な

り
、
英
国
は
そ
の
後
、
為
替
レ
ー
ト
に
代
わ

る
金
融
政
策
運
営
の
目
標
と
し
て
物
価
を
選

択
し
、「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
」
に
よ
る
金
融
政
策
運
営
が
行
わ
れ
る
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こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
中
央
銀
行
と
し

て
の
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
立
ち
位
置
の
変
化
等
を
経
つ

つ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

英
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
は
、
イ
ン
フ
レ
目
標
を
政
府
（
財

務
大
臣
）
が
設
定
し
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
そ
の
達

成
に
向
け
て
金
融
政
策
運
営
を
行
い
、
Ｂ
Ｏ

Ｅ
総
裁
は
財
務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
政
策

運
営
に
関
す
る
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
財
務

大
臣
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁
に
対
す
る
「
目
標
設

定
の
伝
達
」、
お
よ
び
そ
の
も
と
で
の
Ｂ
Ｏ

Ｅ
総
裁
側
か
ら
の
実
際
の
金
融
政
策
運
営
に

関
す
る
報
告
及
び
説
明
は
、
い
ず
れ
も
公
開

書
簡
の
形
式
で
行
わ
れ
る
。

３
「
手
段
の
独
立
性
」
を
獲
得

た
だ
し
、
英
国
で
こ
の
よ
う
に
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
金

融
政
策
運
営
が
始
め
ら
れ
た
当
時
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ

は
ま
だ
、
金
融
政
策
運
営
の
手
段
で
あ
る
政

策
金
利
の
設
定
を
自
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、実
質
的
な
決
定
権
限
は
政
府（
財
務
省
）

側
が
握
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
、
英
国
に

特
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
を
除
く
欧

州
大
陸
各
国
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
九
〇
年
代
後
半
に
は
、

九
九
年
の
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
欧
州
大
陸
各
国
で
前
進
す
る

な
か
で
、
中
央
銀
行
に
関
し
て
も
、
か
ね
て

よ
り
政
府
か
ら
の
独
立
性
が
強
い
ド
イ
ツ
の

中
央
銀
行
（
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
）
の
制
度
を
Ｅ

Ｕ
全
体
と
し
て
も
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、

中
央
銀
行
の
政
府
か
ら
の
独
立
性
確
保
が
先

進
国
の
間
で
の
主
流
と
な
る
に
至
っ
た
。

そ
う
し
た
動
き
を
映
じ
、
英
国
に
お
い
て

も
九
七
年
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
財
務
大

臣
が
、
同
国
と
し
て
は
初
め
て
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
金

融
政
策
の
運
営
上
の
決
定
権
限
を
与
え
た
。

ち
な
み
に
、
中
央
銀
行
が
政
府
か
ら
の
独
立

性
を
獲
得
す
る
に
際
し
て
は
、「
目
標
設
定

の
独
立
性
」
と
「（
実
際
に
ど
の
よ
う
な
金
融
調

節
を
通
じ
て
金
融
政
策
運
営
を
行
う
の
か
に
関
す

る
）
手
段
の
独
立
性
」
の
二
面
が
あ
り
、
Ｂ

Ｏ
Ｅ
は
こ
の
う
ち
の
「
手
段
の
独
立
性
」
の

み
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
主
要
国
の
な

か
で
も
、「
目
標
設
定
の
独
立
性
」
と
「
手

段
の
独
立
性
」
の
両
方
を
有
す
る
、
政
府
か

ら
の
独
立
性
が
極
め
て
強
い
中
央
銀
行
は
、

米
連
邦
準
備
制
度
（
Ｆ
ｅ
ｄ
）
と
単
一
通
貨

ユ
ー
ロ
の
導
入
に
伴
い
九
八
年
に
設
立
さ
れ

た
欧
州
中
央
銀
行
に
と
ど
ま
る
。
本
連
載
第

一
〇
回
（
第
二
〇
七
〇
号
）
の
図
表
１
（
先
進

国
の
な
か
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
採
用
す
る
国
々
の
設
計
の
内
容
）
で
も
見

た
よ
う
に
、
物
価
安
定
を
金
融
政
策
の
目
標

に
据
え
る
国
々
の
な
か
で
も
、
金
融
政
策
運

営
の
目
標
設
定
は
、
政
府
の
み
が
行
う
か
、

も
し
く
は
政
府
と
中
央
銀
行
が
共
同
で
行
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う
、
と
い
う
国
が
少
な
く
な
い
の
で

あ
る
。

４　

独
立
二
〇
周
年

二
〇
一
七
年
九
月
、
ロ
ン
ド
ン
で

は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
政
府
か
ら
の
独
立
性
獲

得
二
〇
周
年
を
記
念
す
る
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
カ
ー
ニ
ー
総
裁
は
、
冒

頭
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
（
図
表
参
照
）
を
次
の
よ
う
に
振

り
返
っ
て
い
る
（
以
下
、
そ
の
一
部
を

筆
者
が
抄
訳
）。

「
一
九
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代
に

お
い
て
、
物
価
は
お
よ
そ
“
安
定
”

と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
っ
た
。

一
九
七
一
年
に
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ

体
制
が
崩
壊
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
金

融
政
策
は
名
目
の
ア
ン
カ
ー
を
失
っ

た
。
そ
の
後
、所
得
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
マ
ネ
ー

総
量
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
為
替
レ
ー
ト
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
い
っ
た
“
つ
ぎ
は
ぎ
”
の
実
験
が

繰
り
返
さ
れ
た
も
の
の
、
す
べ
て
水
泡
に
帰

し
、
そ
の
失
敗
の
コ
ス
ト
が
イ
ギ
リ
ス
経
済

に
与
え
た
影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
ま
で
の
二
五
年
間
の
イ
ギ
リ
ス

の
物
価
上
昇
率
は
実
に
七
五
〇
％
と
、
そ

れ
ま
で
の
二
五
〇
年
間
の
物
価
上
昇
率
を
上

回
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
の
ち
ょ
う
ど

二
五
年
前
に
発
生
し
た
一
九
九
二
年
九
月
の

Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機
で
の
敗
北
の
灰
の
な
か
か
ら
、

『
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
』
が
生

ま
れ
、『
物
価
の
安
定
』
が
イ
ギ
リ
ス
の
金

融
政
策
運
営
の
明
確
な
目
標
と
な
っ
た
。
こ

の
枠
組
み
は
成
功
で
は
あ
っ
た
が
、
部
分
的

な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
、

金
利
の
決
定
権
限
は
な
お
財
務
大
臣
が
握
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
完
全
に
信
認
が
得

英国の経済指標と金利の長期推移

（資料）Thomson Reuter Eikonのデータを基に日本総合研究所作成
（注）英国の消費者物価指数比は1988年以降しか計数がないため、それ以前は小売物価指数前年比で表示
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ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
金
融
政
策
の

決
定
を
政
治
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
し
ま

え
ば
、
時
間
的
な
一
貫
性
の
欠
如
と
い
う
問

題
が
生
じ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
は

物
語
っ
て
い
る
。
政
策
当
局
者
は
低
イ
ン
フ

レ
を
約
束
し
、
そ
の
後
、
成
長
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
を
志
向
し
、
結
局
、
ど
ち
ら
も
達
成

で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。（
中
略
）

そ
し
て
一
九
九
七
年
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
財
務
大
臣
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
金
融
政
策
の

運
営
上
の
決
定
権
限
を
与
え
た
。
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は

金
融
政
策
の
『
手
段
の
独
立
性
』
を
政
府

か
ら
獲
得
し
た
。
こ
の
意
味
は
極
め
て
大
き

い
も
の
で
、
独
立
性
獲
得
前
の
二
〇
年
間
の

イ
ン
フ
レ
率
平
均
が
六
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
独
立
性
獲
得
後
の
二
〇
年
間
で
は
二
％

に
ま
で
低
下
し
た
。」

５　

姿
の
な
か
っ
た
日
銀

こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
世
界
各
国

の
主
要
中
央
銀
行
の
多
く
が
参
加
し
て
い

る
。
出
席
予
定
だ
っ
た
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
の
ド
ラ
ギ
総
裁
は
、
直
前
に
個
人
的

な
事
情
で
出
席
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ッ
シ
ン
グ
元
理
事

が
参
加
し
て
い
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
か
ら
は
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
同
理
事
会
副
議
長
が
参
加
し
、
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
姿
の
見
え
な
か
っ
た

中
央
銀
行
が
あ
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｅ
と
同
様
、
新

日
銀
法
が
一
九
九
七
年
に
改
正
さ
れ
て
同
じ

く
政
府
か
ら
の
独
立
二
〇
周
年
に
あ
た
っ
て

い
た
は
ず
の
日
銀
の
姿
が
そ
こ
に
は
な
か
っ

た
。な

ぜ
、
日
銀
の
姿
が
な
か
っ
た
の
か
、
わ

れ
わ
れ
に
は
知
る
由
も
な
い
。
し
か
し
、
日

本
の
金
融
政
策
運
営
の
現
実
は
、
形
式
的
な

「
中
央
銀
行
の
独
立
性
」
と
は
裏
腹
に
、
各

国
中
央
銀
行
が
忌
避
す
る
、
政
府
と
一
体
化

し
た
「
事
実
上
の
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
状

態
に
あ
る
。
主
要
国
の
中
央
銀
行
か
ら
の
日

本
の
金
融
政
策
に
対
す
る
冷
や
や
か
な
視
線

を
、
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け
る
日
銀

の
不
在
と
い
う
事
実
か
ら
感
じ
る
の
は
筆
者

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

（
㈱
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
上
席
主
任
研
究
員
）


